
情
報

を
豊

か
に
発

信
す
る
た

め
の

活
動

例
１

学
期

２
学

期
３

学
期

目
指

す
姿

１年
の

最
後

に
は

→
a

n
d

や
b

u
tな

ど
の

接
続

詞
を

使
っ

た
文

を
交

え
て

４
０

語
程

度
で

文
章

を
ま

と
め

ら
れ

る
。

題
材

S
T

E
P

1：
「

私
は

こ
ん
な

人
で
す
」
（

自
己

紹
介

文
を

書
く

）
S

T
E

P
2
：
「

M
y

F
a
v
o
ri
te

」
（

自
分

の
好

き
な

人
物

の
紹

介
文

を
書

く
）

S
T

E
P

３
：
「

一
年

生
の

思
い

出
」
（

心
に

残
っ

た
出

来
事

を
書

く
）

１
I

am
～

/
I

li
ke

～
/

I
do

n'
t

li
ke

～
/

T
hi

s
is
～

/H
e(

S
he
)

is
～

/
H

e(
S

he
)

p
la

y
s
～

/
I

vi
si

te
d
～

/
I

en
jo

ye
d
～

/
I

st
ay

ed
～

/
I

pl
ay

～
/

I
do

n'
t

p
la

y
～

H
e(

S
he
)

do
es

n'
t

pl
ay

～
/

H
e(

S
he
)

ca
n
～

I
ha

d
～

/
I

w
en

t
～

/
I

sa
w
～

量
的

な
豊

か
さ

30
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

30
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

4
0
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

年
質

的
な

豊
か

さ
□

接
続

詞
～

an
d
･
･
･

/
～

bu
t
･
･
･

□
接

続
詞

～
an

d
･
･
･

/
～

bu
t
･
･
･

□
接

続
詞

～
an

d
･
･
･

/～
b

ut
･
･
･

□
副

詞
us

ua
ll

y/
so

m
et

im
es

□
代

名
詞

hi
m

/h
er

/i
t

/
hi

s
□

代
名

詞
hi

m
/

he
r/

it
□

動
詞

li
ke

/
lo

ve
/

sp
ea

k/
pl

ay
/

ha
ve

/
re

ad
/

w
at

ch
/

□
副

詞
us

ua
ll

y/
so

m
et

im
es

/
of

te
n/

al
so

□
副

詞
th

er
e/

he
re

li
ve

in
～

/
li

st
en

to
～

□
動

詞
li

ke
(

s)
/

lo
ve
(

s)
/

sp
ea

k
(

s)
/

pl
ay
(

s)
/

ha
ve
(

ha
s)

/
□

動
詞

en
jo

y
(

ed
)

/
vi

si
t(

ed
)

/
st

u
dy

(
st

u
di

ed
)

/
re

ad
(

s)
/

w
at

ch
(

es
)

/
u

se
(

s)
/

st
ay
(

ed
)

/
w

at
ch
(

ed
)

/
co

ok
(

ed
)

/
ta

ke
(

to
ok

)
/

li
st

en
(

s)
to

～
go

(
w

en
t)

/
h

av
e(

h
ad
)

/
ge

t(
g

ot
)

/
se

e(
sa

w
)

目
指

す
姿

２
年

の
最

後
に

は
→

事
実

や
様

子
に

つ
い

て
書

い
た

後
、

気
持

ち
や

考
え

を
付

け
加

え
５

０
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

。
題

材
S

T
E

P
4
：
「

ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
o
r
ム

ー
ビ
ー

ト
ー

ク
」

S
T

E
P

5
：
「

仕
事

」
S

T
E

P
6
：
「

街
ガ

イ
ド

F
O
R

遊
B
O
Y
＆
食

べ
た

G
IR

L
」

（
お

気
に

入
り

の
本

や
映

画
を

紹
介

す
る

文
章

を
書

く
）

（
職

場
体

験
を

踏
ま

え
将

来
就

き
た

い
仕

事
に

つ
い

て
書

く
）

（
自

分
の

街
の

「
グ

ル
メ

と
遊

び
の

情
報

誌
」

を
作

る
）

I
li

ke
～

/
M

y
fa

vo
ri

te
～

is
･
･
･

I
w

il
l
～

/
I

m
us

t
～

/
I

ha
ve

to
～

/I
ne

ed
to

～
/

It
～

fo
r･
･
･

to
－

/
-e

r
th

an
～

/
th

e
-e

st
～

/
２

I
re

ad
～

/
I

w
at

ch
ed

～
/

I
en

jo
ye

d
～

/
T

he
y

w
er

e
～

I
w

ou
ld

li
k

e
to

～
/

be
g

oo
d

at
～

in
g

m
or

e
～

th
an
･
･
･

/
th

e
m

os
t
～

/
li

k
e

be
tt

er
th

an
～

/
I

am
go

in
g

to
～

/
I

w
il

l
～

I
w

an
t

to
～

/
I

en
jo

y
～

in
g
･
･
･

/
I

li
ke

～
in

g
･
･
･

is
P

P
/

is
(

w
as
)

P
P

by
～

/
/

W
he

n
～

,･
･
･

/
If
～

,･
･
･

/
I

th
in

k
～

/
I

ho
pe

～
T

h
er

e
is
～

/
T

he
re

ar
e
～

/
It

's
fa

m
o

us
fo

r
～

量
的

な
豊

か
さ

40
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

40
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

5
0
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

年
質

的
な

豊
か

さ
□

接
続

詞
～

be
ca

u
se
･
･
･

□
接

続
詞

I
th

in
k
～

/
I

ho
pe

～
/
～

be
ca

us
e･
･
･

□
接

続
詞

I
th

in
k
～

/
W

he
n
～

,･
･
･

□
代

名
詞

it
/

th
em

□
不

定
詞

M
y

dr
ea

m
is

to
be

～
/

If
～

,･
･
･

/～
be

ca
u

se
･
･
･

□
動

詞
li

ke
/

ha
ve

/
w

an
t/

w
at

ch
(

ed
)

/
le

ar
n
(

ed
)

/
I

w
an

t
to

～
/

th
in

gs
to

le
ar

n/
□

不
定

詞
I

w
en

t
th

er
e

to
se

e
～

/
so

m
et

hi
ng

to
～

en
jo

y
(

ed
)

/
ap

pe
ar
(

ed
)

/
I

m
u

st
le

ar
n

a
lo

t
to

be
a

co
ok

.
□

動
詞

li
ke

/
kn

o
w

/
go

/
en

jo
y

/
ea

t/
bu

y/
op

en
/

bu
y
(

b
ou

gh
t)

/
fi

nd
(

fo
un

d
)

/
gi

v
e(

ga
ve
)

/
□

動
詞

w
an

t/
li

ke
/

pl
ay

/
w

or
k/

sp
ea

k/
le

ar
n/

co
ok

/
re

ad
/

cl
os

e/
sa

y
re

ad
(

re
ad
)

te
ll

/
ta

lk
/

ha
ve

/
pr

ac
ti

ce
□

助
動

詞
sh

o
ul

d
/

m
us

t

目
指

す
姿

３
年

の
最

後
に

は
→

文
章

を
整

理
し

て
内

容
を

つ
な

げ
７

０
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

。
題

材
S

T
E

P
7
：
「

あ
こ
が

れ
の

あ
の

人
に
！」

S
T

E
P

8
：
「

D
V
D
・

映
画

館
、

映
画

を
見

る
な

ら
あ

な
た
は

ど
っ
ち
？
」

S
T

E
P

9
：
「

２
０
歳

の
自

分
へ

」
（

フ
ァ

ン
レ

タ
ー

を
書

く
）

（
ト

ピ
ッ

ク
に

応
じ

て
、

主
張

す
る

文
章

を
書

く
）

（
未

来
の

自
分

へ
手

紙
を

書
く

）

I
ha

ve
be

en
～

/
I

h
av

e
ne

ve
r
～

/
W

e
ca

n
～

/W
e

ca
n'

t
～

/
Y

ou
w

il
l
～

/
I

am
im

pr
es

se
d

w
it

h
～

/
I

ho
pe

～
/

-e
r

th
an

～
/

th
e

-e
st
～

/
m

or
e
～

th
an
･
･
･

/t
he

m
os

t
～

/
Y

ou
w

an
te

d
to

be
～

/
Y

ou
en

jo
y

ed
～

in
g
･
･
･

/
３

～
be

ca
u

se
･
･
･

/
～

if
･
･
･

./
li

ke
be

tt
er

th
an

～
/

Y
ou

ha
ve

fo
u

nd
～

/
W

ou
ld

yo
u

do
m

e
a

fa
vo

r?
/

C
ou

ld
yo

u
～

?
/

It
is
～

fo
r

m
e

to
･
･
･

/I
ha

ve
co

ll
ec

te
d
～

W
he

n
～

,･
･
･

/
If
～

,･
･
･

/
I

w
an

t
to

～
/

I
am

lo
ok

in
g

fo
rw

ar
d

to
～

Y
ou

r
dr

ea
m

w
as

to
be

～
D

o
yo

ur
be

st
./

N
ev

er
gi

ve
up

./
Y

ou
r

dr
ea

m
w

il
l

co
m

e
tr

ue
.

年
量

的
な

豊
か

さ
50

語
程

度
で

文
章

を
ま

と
め

ら
れ

る
60

語
程

度
で

文
章

を
ま

と
め

ら
れ

る
7

0
語

程
度

で
文

章
を

ま
と

め
ら

れ
る

質
的

な
豊

か
さ

□
接

続
詞

I
ho

p
e
～

/～
be

ca
u

se
･
･
･

/～
if
･
･
･

□
接

続
詞

I
th

in
k
～

/I
do

n
't

th
in

k
～

/
If
～

,･
･
･

/
□

接
続

詞
I

th
in

k
～

/
I

ho
pe

～
/

I
b

el
ie

ve
～

/
I'

m
su

re
～

/
□

動
詞

ha
ve

/
w

an
t/

se
nd

/
li

ke
/

lo
ve

/
m

ak
e/

pl
ay

/
w

ri
te

/
～

so
･
･
･

/
～

be
ca

us
e･
･
･

I
k

no
w
～

se
e/

jo
in

/
en

jo
y/

as
k/

g
et

/
vi

si
t/

ta
ke

□
内

容
を

つ
な

げ
る

表
現

/
～

be
ca

us
e･
･
･

/
If
～

,･
･
･

/
W

he
n
～

,･
･
･

T
he

re
ar

e
so

m
e

re
as

on
s.

/
I

h
av

e
so

m
e

re
as

o
ns

./
□

関
係

代
名

詞
主

格
w

ho
/

w
hi

ch
/

th
at

F
ir

st
,～

.
S

ec
on

d
,～

.
T

hi
rd

,～
./

A
s

a
re

su
lt

/
S

o
～

□
関

係
代

名
詞

目
的

格
w

hi
ch

/
th

at
□

動
詞

li
ke

/
w

at
ch

/
co

ll
ec

t/
go

/
sp

en
d/

se
e/

en
jo

y/
□

動
詞

w
an

t/
k

no
w

/
li

ke
/

lo
v

e/
m

ak
e/

ho
pe

/
be

li
ev

e/
fi

nd
/

ge
t/

m
ak

e
st

ud
y/

re
m

em
be

r/
fo

ll
ow

/
h

av
e/

gi
ve

/
co

m
e/

do
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STEP５ 基 本 文 を 読 ん で 学 ブ た め の サ イ ト ラ シ ー ト

マナブくん
1 □ I want to be an engineer. 私はエンジニアになりたいです。

2 □ I want to be a baseball player like Darvish. 私はダルビッシュみたいな野球選手になりたいです。

3 □ I want to help sick people. 私は病気の人たちを手助けしたいです。

4 □ I want to have my own restaurant. 私は自分のレストランを持ちたいです。

5 □ I want to work abroad as a tour guide. 私はツアーガイドとして外国で働きたいです。

6 □ I need to speak English well. 私は英語をうまく話す必要があります。

7 □ I need to get much experience 私には将来の仕事のためにたくさんの経験が必要です。

for my future job.

8 □ I like taking care of children. 私は子どもたちの面倒を見るのが好きです。

9 □ I like playing sports. 私はスポーツをするのが好きです。

10 □ My hobby is playing the piano. 私の趣味はピアノを弾くことです。

11 □ My hobby is to read comics. 私の趣味はマンガを読むことです。

12 □ I am good at playing tennis. 私はテニスをするのが得意です。

13 □ I am good at cooking Japanese dishes. 私は和食を料理するのが得意です。

14 □ My brother is a teacher. 私の兄は教師です。

15 □ My dream is to be a tennis player. 私の夢はテニスプレーヤーになることです。

16 □ I would like to work at a hospital. 私は病院で働きたいと思います。

17 □ I would like to talk about my dream. 私は自分の夢について話したいと思います。

18 □ I hope my dream will come true. 私は自分の夢が実現するといいなと思います。

19 □ I hope many children love me. 私は多くの子どもたちが私のことを好きになってくれるといいなと思います。

20 □ I hope many people love my cakes. 私は多くの人たちが私のケーキを好きになってくれるといいなと思います。

21 □ I think this job is good for me. 私はこの仕事は私に合っている仕事だと思います。

22 □ I have to learn a lot to work in a hospital. 私は病院で働くためにたくさん学ばねばなりません。

23 □ I must learn cooking to be a cook. 私は料理人になるために料理を学ばねばなりません。

24 □ There are many things to learn about cooking. 料理について学ぶべきことがたくさんあります。

25 □ If people like my cakes, もし人々が私のお菓子を好きになってくれたら、

I will be happy. 私はうれしいです。

26 □ The shopkeeper told me a lot about his job. 店主は彼の仕事についてたくさん私に話してくれました。

27 □ I had a work experience at a restaurant. 私はレストランで職場体験しました。

28 □ I learned a lot about cooking there. 私はそこで調理についてたくさん学びました。

29 □ To be a teacher, 先生になるために

I have a lot of things to learn. 私は学ぶべきことがたくさんあります。

30 □ So I practice playing baseball every day だから私は野球選手になるために毎日野球を練習しています。

to be a baseball player.

☆サイトラシート「マナブくん５」の見方

＊青文字は動詞です。英語では結論を先に言う（誰が・どうする）ので主語の直後に置かれます。覚えよう！
＊赤文字は語と語、文と文のつながりやまとまりを生み出したり気持ちや考えを述べる表現です。文の構成がしっかりします。

（赤下線部の表現は、同じ表現の繰り返しを避けるために代名詞や副詞に置き換えられています。）
＊緑文字は入れ替えが可能な単語です。自分の言いたいことに合わせて自由に単語を入れ替えられます。

STEP5
将来就きたい仕事に

ついて書くための文を

覚えよう！
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STEP５ 英 文 が ど ん ど ん 書 ケ ル よ う に な る ワ ー ク シ ー ト

２ 年 組 番 氏 名

文章を作成する手順

（１）まず、センテンス・カード「FCマナブくん」をリングから外し、バラバラにして机

の上に並べよう。

（２）書く内容に応じて、使いたい「文」のカードを自由にそして好きなだけ選び、それ

らを組み合わせて文章にしよう。

（３）カードを組み合わせてできた文章を「カケルくん（つづき）」に記入しよう。シー

トに記入する際、以下の点に気を付けよう。

①文を並べて文章にするときの注意事項

[文の並べ方 CHECK LIST]

＜書き出し：何になりたいのか＞

□将来就きたい仕事は・・・

＜その仕事と自分との関係＞

□就きたいと思ったきっかけ（親兄弟の影響/趣味・特技/体験）

□その仕事に対する自分の思い

（こうなりたい/これからどうする/何をすべきか/何が必要か）

＜結び＞

□思いの実現に向けて（決意）

②文章を整理するときの注意事項

[文章整理の CHECK LIST]

□内容的に関連のある文を and や but を使ってつなげてみよう。

＊ I want to help sick people and I have to learn a lot to work in a hospital.

□人名や場所を連続して使うときは、代名詞や副詞に置き換えてみよう。

＊ I had a work experience at a restaurant. I learned a lot about cooking there（ そこで） .

STEP5

「仕事」

職場体験を踏まえて

将来就きたい仕事に

ついて書こう

文を並べるとき

参考にしてね！
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STEP５ 英 文 が ど ん ど ん 書 ケ ル よ う に な る ワ ー ク シ ー ト

カケルくん（つづき）
１：以下の動詞・助動詞（を含む表現）の意味を書いてみよう。(REVIEW)

□ want to □ tell □ I hope ～

□ speak □ work □ I think ～

□ learn □ talk □ will

□ like □ have □ must

□ play □ practice □ have to

□ cook □ be □ need to

□ read □ I would like to

２：上の動詞を積極的に使って自分が将来就きたい仕事について、できるだけたくさん英文で書いてみよう。（10分）

数 順 英 文

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10
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STEP 5
作 成 し た 文 章 の 構 造 （ コ ウ ゾ ウ ） を よ り

し っ か り と し た も の に す る た め の チ ェ ッ ク リ ス ト

コウゾウくん
２ 年 組 番 氏 名

１：使うことができた表現は□に✔を入れよう。

２：使うことができた表現を含む文にマーカーでラインを入れ、グループ内で情報交換す

るときに、友だちがどの文を参考にしたらよいか分かるようにしておこう。

気持ちや考えを述べる表現 使用例

□ want to I want to be an engineer.

□ would like to I would like to work at a hospital.

□ need to I need to get much experience for my future job.

□ have to I have to learn a lot to work in a hospital.

□ must I must learn cooking.

□ I hope ～ I hope many children love me.

□ I think ～ I think this job is good for me.

□ will □ if I will be happy if people like my cakes.

□ to ～ (副詞不定詞「～するために」) I practice cooking to be a chef.

３：以下の動詞の語形変化（過去形）について、正しく書けているかチェックしよう。

□ want/wanted □ work/worked □ speak/spoke
□ learn/learned □ talk/talked □ tell/told
□ like/liked □ practice/practiced □ read/read
□ play/played □ have/had
□ cook/cooked □ is,am,are/was,were

４：以下の表現について、後に続く語として、動詞の原形が正しく用いられているかチェ

ックしよう。

□ will □ have to □ would like to
□ must □ need to

５：友だちの文章をグループ内で回覧し、参考になる文（自分の文章作成にも使えそうな

文）を自分のワークシートの所定の欄に書き取り、自分の文章の再構成に生かそう。

今度は自分の文章をまとまりのあるものにするために･･･

自分の文章をもっと良くす

るために、友だちの文章を

参考にしよう

この表現いいねぇ！

この表現を使うと内容が

まとまるわね❤

気持ちや考えを盛り込んで、

文章をうまくまとめよう！
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STEP 5

コウゾウくん２
２ 年 組 番 氏 名

６：今度は自分の文章をまとまりのあるものにするための作業に入ろう。

７：書き出した表現を参考に文を付け加えたり書き換えたりして自分の文章を再構成しよう。

数 順 英 文

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

課題：友だちの文章の中で

ぜひ取り入れてみたい表現

を2～3文書き出してみよう

この表現いいねぇ！

この表現を使うと内容が

まとまるわね❤

気持ちや考えを盛り込んで、

文章をうまくまとめよう！
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英 語 科 学 習 指 導 案

指導者 五十嵐 豊

１ 題材名

Step5「仕事－職場体験を踏まえ将来就きたい仕事について書く－」（「情報を豊かに発信するた

めの活動例より」）

２ 考 察

（１） 題材観

本題材は、中学校学習指導要領「外国語の内容（１）言語活動 エ書くこと（エ）自分の考えや

気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注意して文章を書くこと」の

活動を主体として、「（３）言語材料 エ文法事項 (イ)文構造c(a)のうちの主語＋動詞＋動名詞／

to不定詞／thatで始まる節及び（エ）動詞の時制の用法」の習熟を目指して具体的に構成したもの

である。

本題材は、英語による発信力を高めるための表現活動例「情報を豊かに発信するための活動例」

の第２学年２学期に位置付けられている。職場体験を踏まえ将来就きたい仕事について、１学期に

学習した文法事項を含む様々な構文を用いて40語程度の文章を作る活動である。

本県では、職場体験学習を中心に生徒の自己理解や職業理解を促し、自分の夢や希望をどのよう

に達成するかを考える学習を通してキャリア教育の充実を図っている。協力校においても９月上旬

に職場体験を５日間実施している。教科書ではすでに職業について触れており（New Horison

English Course Book2 Unit3 My Future Job）、将来の仕事について考えるよい機会である。

本題材で扱う主な言語材料（すべて既習事項）は、動名詞、to不定詞、接続詞thatで始まる節、

動詞の時制（現在形、過去形、未来形）及び助動詞である。１学期までに学習した様々な構文を使

って、情報を量的にも質的にも豊かに発信できるようになることを目指す題材である。

（２） 生徒の実態

本学級の生徒（２年○組 男子○名 女子○名 合計○名）の本題材にかかわる技能の実態

を把握するため、以下のような課題を実施した。（課題実施時、女子１名欠席）

【課題】職場体験を踏まえて、自分が将来就きたい仕事について英語で書く

解答の分析

①内容（指定されたテーマについて事実を述べた後、自分の気持ちや考えを１～２文加えた文章になっているか）

②分量（20語以上になっているか）

③文法（動詞を適切に使用しているか）

解答の結果と分類

１、①②③全てを満たしている・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７名(20%)→正答

２、①②は満たしているが、動詞の使用について軽微なミスがある・・・・・・・・ ２名(６%)

３、①③は満たしているが、分量は満たしていない・・・・・・・・・・・・・・・ １名(３%)

４、①は満たしているが、②③は満たしていない・・・・・・・・・・・・・・・・ ２名(６%)

５、①②③全て満たしていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20名(59%)

※５のうち無解答の生徒は３名

６、その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２名(６%）

・目標とする語数（20語）を満たした生徒は全体のおよそ４分の１（９名）であった。また目標語

数を満たしていない生徒（25名）のうち、13名が10語以下しか書けていない（無解答３名）。こ

の結果から、情報量を多く含む文章を構成できないことが分かる。

・自分の気持ちや考えを１～２文加え文章をまとめた生徒は12名であった。そのうち、節を導く接

続詞(because/so)を用いて気持ちや考えを導くことができた生徒が５名、andやbutなどの等位接

続詞を使って文と文のつながりを意識しながら文章にまとまりをもたせることができた生徒が３

名、順序を表す言葉などを使用し整理しながら内容をつなげることができた生徒が４名であった
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（２項目以上の使用が認められる生徒はそれぞれの項目ごとに人数をカウントしてある）。この

結果から、文章をまとめるために、接続詞や順序を表す言葉を充分に活用できていないことが分

かる。

・動詞の適切な使用については、全体の60％以上の生徒（22名）に、主語や時制に応じた語形変化、

助動詞や不定詞の使用で誤答が見られ、動詞の特性についての理解が十分でないことが分かる。

（３） 題材の系統

言語活動及び言語材料の系統（まとまりのある一貫した文章を書くことに関連した言語材料の系統）

文と文のつながりを考えて40語程度で構成された文章を作る
１
年 取り扱う題材：「自己紹介」、「自分の好きな人の紹介」、「心に残った出来事」

言語材料（主に文と文のつながりをもたせる表現）：接続詞（and、but）、３人称の代名詞（主格、目的
格、所有格）、副詞（there、here）

事実について書いた後、自分の考えや気持ちを１～２文加えて50語程度で構成された文章を作る
２
年 取り扱う題材：「好きな映画や本の紹介」、「職場体験を踏まえた将来就きたい仕事」、「自分の街のグル

メや遊びの情報誌」

言語材料（主に自分の考えや気持ちを述べる表現）：動名詞、to不定詞（名詞不定詞、副詞不定詞、形
容詞不定詞）、that節を含む文

順序を表す言葉などを使用し整理しながら内容をつなげe-mail、手紙、主張文等の形式に沿って70語程
３ 度で構成された文章を作る
年

取り扱う題材：「手紙文」、「トピックに応じた主張文」、「メッセージ文」

言語材料：中学校学習指導要領外国語の内容２(3)-エ文法事項-(ｱ)～(ｹ)の内容で題材に応じて文章構
成する際に必要なものを随時使用する

３ 目 標

将来就きたい仕事について職場体験を踏まえた上で、自分の考えや気持ちを１～２文加えて、40

語程度の英語で書くことができる。

４ 授業中における生徒指導

・卒業後の進路設計や夢の実現のための具体的な展望を意識した上で、職場体験で学んだことや、

職場体験を通して得た目標を、自分の良さや特徴と関連付けて書くことができるよう助言する。

・振り返りカードへの記入を通して活動のめあてや達成状況を細かくチェックすることで、学習意

欲の向上につなげるとともに、授業での一つ一つの学習の成立を確実に図る。

５．指導と評価の計画

観 コミュニケーションへの 外国語表現の能力 外国語理解の能力 言語や文化についての
点 関心・意欲・態度 知識・理解
評 ①既習の英語表現を使って自分 できるだけ多くの グループ活動にお ①センテンス・カードやサイトト

価 の考えを書いたり話したりする 英文を使って将来の いて、他の生徒の作 ランスレーション・シートによる

規 活動に、意欲的に取り組もうと 仕事について書くこ った英語の文章の内 音読練習で、英文を「文」のまま

準 している。 とができる。 容を理解できる。 理解できる。

②グループ活動で学んだこと ②発信に必要な「文」の発音・構

を、自分の発信に活かそうとし 造・日本語の意味を理解できる。

ている。

時 主な学習活動 指導上の留意点及び支援・評価 関 表 能 知
□学習のねらい ○学習活動
１週目（各時間の最初の10分間を使って行う）

事 □STEP5で発信する活動に必要な英語の表現 ・多様な英語の表現を発信するための材料と

前 を「文」単位で習得する。 して使用できるように、カードの英語の表

指 ○センテンス・カード「FCマナブくん」を 現に万遍なく触れさせる。

導 使って、音読や口頭での英文和訳や和文 [知]：センテンス・カードの英文を正しく音 ○
英訳を繰り返し行う。 読したり口頭で英文和訳、和文英訳し

たりする。（振り返りカードの記録分析）

２週目（各時間の最初の10分間を使って行う）

□STEP5で発信する活動に必要な英語の表現 ・多様な英語の表現を発信するための材料と

を「文」単位で習得する。 して使用できるように、カードやシートの
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○センテンス・カード「FCマナブくん」を 英語表現に万 遍なく触れさせる。

使って、音読や口頭での英文和訳や和文 [知]：センテンス・カードの英文を正しく音 ○
英訳を行う。 読したり 口頭で英文和訳、和文英訳し

○サイトトランスレーション・シート「マ たりする。

ナブくん」を使って、音読や口頭での英 [知]：サイトトランスレーション・シートの

文和訳や和文英訳を繰り返し行う。 英文を正しく音読したり口頭で英文和

訳、和文英訳したりする。

（振り返りカードの記録分析）

□STEP5で発信する活動に必要な英語の表現 ・多様な英語の表現を発信するための材料と

１ を「文」単位で習得できているか確認す して使用できるように、カードやシートの

る。 英語表現に万遍なく触れさせる。

○センテンス・カード「FCマナブくん」や [知]：センテンス・カードやサイトトランス ○
サイトトランスレーション・シート「マ レーション・シートの英文を正しく音

ナブくん」を使って、音読や口頭での英 読したり口頭で英文和訳、和文英訳し

文和訳や和文英訳を行う。 たりする。（振り返りカードの記録分析）

・ワークシートでの活動を通して、これまで

□英文を書くときのルールをチェックする。 学習した英文を書く際の注意点を振り返ら

○ルールを復習するためのワークシートを せる。

使って、聞き手のことを考えた読みやす 【知】：英文の書き方について正しく理解する。 ○
い記述方法を復習する。 （ワークシートの内容分析）

□STEP5で発信する活動に必要な英語の表現 ・多様な英語の表現を発信するための材料と

２ を「文」単位で習得できているか確認す して使用できるように、カードやシートの

る。 英語表現に万遍なく触れさせる。

○センテンス・カード「FCマナブくん」や [知]：センテンス・カードやサイトトランス ○
サイトトランスレーション・シート「マ レーション・シートの英文を正しく音

ナブくん」を使って、音読や口頭での英 読したり口頭で英文和訳、和文英訳し

文和訳や和文英訳を行う。 たりする。（振り返りカードの記録分析）

・未習の英語表現の使用はできるだけ避け、

□テーマに応じて、量的に豊かな文章を作 センテンス・カードやサイトトランスレー

る活動を行う。 ション・シートで事前に学習した英語の表

○文章作成シート「カケルくん」を使って 現を積極的に使わせる。

「情報を豊かにするための活動例」STEP5 ・未習語（職業名）については、あらかじめ

の課題「将来就きたい仕事について書く」 用語集を用意し、希望する生徒に配付する。

に取り組む。 ・必要に応じて事前に学んだ「文」をセンテ

【活動の手順】 ンス・カードを見て確認させたり、カード

①文章作成に活用できる動詞や助動詞の意 を組み合わせて文章の姿を具体的にイメー

味 を確認する。 ジさせたりする。

②テーマに沿った英文をできるだけたくさ [関・表]：学習した英語表現を使って、より ○ ○
ん書く。 多くの情報を発信する。

（文章作成シートの内容分析）

□STEP5で発信する活動に必要な英語の表現 ・多様な英語の表現を発信するための材料と

３ を「文」単位で習得できているか確認す して使用できるように、シートの英語表現

る。 に万遍なく触れさせる。

○サイトトランスレーション・シート「マ [知]：サイトトランスレーション・シートの ○
ナブくん」を使って、音読や口頭での英 英文を正しく音読したり口頭で英文和

文和訳や和文英訳を行う。 訳、和文英訳したりする。

（振り返りカードの記録分析）

□文章をテーマや形式に沿って質的に豊か ・チェックリストを使って、文章としての一

な文章に再構成する活動を行う。 貫性に視点を当てて自分の文章を自己チェ

○文構造チェックリスト「コウゾウくん」 ックし、チェックした文章を回覧する。そ

を使って、文章をさらに質的に豊かなも して、他の生徒の文章を参考に自分の文章

のにする活動を行う。（４人でのグループ をより良いものに再構成する。

ワーク） ・気持ちや考えを１～２文付け加えた文章に

【活動の手順】 なるよ うに、再構成させる。

①文章としての一貫性に視点を当てたチェ ・文章再構成の際、チェックリスト上の項目

ックリストを使って気持ちや考えを表現 のいくつかが含まれればよいことを確認す

している文を自分の文章から探し、マー る。

カーで線を引く。 [関・理]：チェックリストを参考に、語の使

②マーカーで線を引いた文をグループ内で い方や文のつながりに注意しなが ○ ○
回覧し、他の生徒の文で参考となるもの らより良い文章にする。

を見つける。 （チェックリスト、文章作成シートの内容分析）

③他の生徒の文章を参考に自分の文章に加

えたい文を２～３文ワークシートに書き

出す。

④グループのメンバー同士の交流で得た他

の人の良い部分を参考に、ワークシート

「カケルくん」で作った英文を再構成す

る。
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英語科学習指導案 第１時 １／３
題材名 仕事：将来就きたい仕事について書く（情報を豊かに発信するための活動例より STEP5）

（１）ねらい

発信するための材料である英語の「文」の意味を理解し、音読することができる。

（２）準備

教科書（NEW HORIZON English Course 2、センテンス・カード「FCマナブくん」、サイトトランスレーション・シート

「マナブくん」、ルールチェックのためのワークシート、STEP CARD（振り返りシート）

時 ○評価規準

間 ○学習活動 ○指導上の留意点 A「十分満足」

B「おおむね満足」

（評価方法）

１【ウォームアップ①：リーディング】
８ ○センテンス・カードを使って、発信する材料として ○多様な表現方法を発信材料とし ○発信する材料として

必要な「文」を、繰り返し音読したり、口頭で英文 て使用できるようにカードの の英語の「文」の意味
分 和訳・和文英訳したりする。 「文」に満遍なく触れさせる。 を理解し、音読するこ

【それぞれの練習タイプに応じた とができる。
○練習のさせ方を変えながら、何回も見たり音 指導の留意点】

読したりして「文」に触れる。 １回目 A:センテンス・カード
１回目：英文を見ながら音読する（２分） ・はっきりと、英語らしくを意識 やサイトトランスレ
２回目：英文を見て和訳する（２分） させる。 ーション・シートを
３回目：日本語を見て英訳する（２分） ・音読のスピードに留意させる。 使って「文」を正し

※１回目～３回目まで、いずれも時間を決めて ２回目 く音読し、口頭で
行う。 ・英語に合うように正確に和訳さ 「文」の英訳・和訳

○本日の活動結果を振り返りシートに記入する。 せる。 ができる。
３回目
・日本語に合うように正確に英訳 B:センテンス・カード

させる。 やサイトトランスレ
２【ウォームアップ②：リーディング・リスニング】 ーション・シートを

12 ○サイトトランスレーション・シートを使って、「文」 ○ペアワークの際、相手に伝わる 使って「文」を正し
を正しく音読したり、英文を正しく和訳したりでき ような音量や正確な発音で「文」 く音読し、口頭で

分 ているかチェックする。（ペアワーク） を音読させる。 「文」の和訳ができ
る。

○ペアで交互に音読し合い、その取組内容を評 （振り返りカードの記
価シートに記入する。 録分析）
１回目：英文を見ながら音読する。（２分×２）
２回目：英文を見て和訳する。（２分×２）

○本日の活動結果を振り返りシートに記入する。

３【ライティング】
25 ○ワークシートを使って、英文を書く際の注意点を復 ○英語を書く際に、読み手に自分

習し、読み手のことを考えた読みやすい記述方法を の表現したことが正しく伝わる
分 確認する。 よう、語の綴りだけでなく、大

文字・小文字・符号等にも気を
○ワークシートの課題に取り組む。（以下は取り 付けることをワークシートの課

組む手順） 題を通して意識させ、第２時や
１ 語と語の間隔を空けていない小文字だけの 第３時の活動につなげる。

アルファベットのかたまりを、大文字・小 ○第２時以降の文書作成の参考と
文字を区別し、必要な符号を正しい位置に なるよう、解読したメール文の
入れて正しい英文に解読し、書き下ろす。 内容や主な文型も確認する。

２ 答え合わせを行うとともに、チェックリス
トの項目に従って大文字・小文字・符号等
が正しく記入されているかどうかチェック
する。

３ 解読したメールの内容に関してコンプリヘ
ンションチェックする。

４【振り返り】
○本時の学習を振り返り、自己評価する。

５
○本時を振り返り、以下の項目について授業で

分 の自分の取組について自己評価する。
１ センテンス・カードやサイトトランスレ

ーション・シートで音読練習した「文」
を十分に習得している。

２ 英文を書く際の注意点を守って、文章を
書くことができる。

活

動

の

流

れ

活

動

の

流

れ

活

動

の

流

れ

活

動

の

流

れ
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英語科学習指導案 第２時 ２／３

題材名 仕事：将来就きたい仕事について書く（情報を豊かに発信するための活動例より STEP5）

（１）ねらい

テーマに応じてセンテンス・カードやサイトトランスレーション・シートを用いて学んだ「文」を自由に組み合わせて文

章を構成する活動を通して、十分な情報量をもつ文章を作ることができる。

（２）準備

教科書（NEW HORIZON English Course 2、センテンス・カード「FCマナブくん」、サイトトランスレーション・シート

「マナブくん」、ワークシート「カケルくん」、参考表現集（職業編）、STEP CARD（振り返りシート）

時 ○評価規準
間 ○学習活動 ○指導上の留意点 A「十分満足」

B「おおむね満足」
（評価方法）

１【ウォームアップ①：リーディング】
８ ○センテンス・カードを使って、発信する材料として ○多様な表現方法を発信材料とし

必要な「文」を、繰り返し音読したり、口頭で英文 て使用できるように、カードの
分 和訳・和文英訳したりする。 「文」に満遍なく触れさせる。

【それぞれの練習タイプに応じた
○練習のさせ方を変えながら、何回も見たり音 指導の留意点】

読したりして「文」に触れる。 １回目：はっきりと、英語らしく
１回目：英文を見ながら音読する（２分） を意識させる／音読のスピードに
２回目：英文を見て和訳する（２分） 留意させる。
３回目：日本語を見て英訳する（２分） ２回目：英語に合うように正確に

※１回目～３回目まで、いずれも時間を決めて 和訳させる。
行う。 ３回目：日本語に合うように正確

○本日の活動結果を振り返りシートに記入する。 に英訳させる。

２【ウォームアップ②：リーディング・リスニング】
12 ○サイトトランスレーション・シートを使って、「文」 ○ペアワークの際、相手に伝わる

を、書かれている通り正しく音読できているか、英 ような音量や正確な発音で「文」
分 文を正しく和訳できているかチェックする。（ペアワ を音読させる。

ーク）

○ペアで交互に音読し合い、その取組内容を評
価シートに記入する。
１回目：英文を見ながら音読する。（２分×２）
２回目：英文を見て和訳する。（２分×２）

○本日の活動結果を振り返りシートに記入する。

３【ライティング】
25 ○ワークシート「カケルくん」を用いて、量的に豊か ○多様な表現方法を発信のための ○テーマに応じて学ん

な文章を書く活動を行う。 材料として使用できるように、 だ「文」を自由に組み
文章作成に役立つ動詞や助動詞 合わせて文章を構成す

分 ○文章作成に活用できる動詞や助動詞の意味を に満遍なく触れさせる。 る活動を通して、十分
確認する。 ○未習の英語表現の使用はできる な情報量をもつ文章を

○テーマに沿った英文をできるだけたくさん書 だけ避け、サイトトランスレー 作ることができる。
く。 ション・シートやセンテンス・

○書き出した「文」の順序を、話題の関連やつ カードであらかじめ学習した英 A:習得した「文」をで
ながりに応じて整理し、文章として整える。 語表現を積極的に使わせる。 きるだけたくさん使

○未習語（職業名）については、 って40語程度の量的
あらかじめ用語集を用意し、希 に豊かな文章を作る
望する生徒に配付する。 ことができる。

○必要に応じて事前に学んだ「文」 B:習得した「文」をい
をセンテンス・カードを見て確 くつか使ってテーマ
認させたり、カードを組み合わ に沿った文章を作る
せて文章の姿を具体的にイメー ことができる。
ジさせたりする。 （文章作成シートの内

容分析・振り返りカー
ドの記録分析）

４【振り返り】
○本時の学習を振り返り、自己評価する。

５
○本時を振り返り、以下の項目について授業で

分 の自分の取組について自己評価する。
１ センテンスカードやサイトトランスレー

ション・シートで習得した「文」を文章作
成に活用できたか。

２ 十分な情報量（４０語程度）を持つ文章
を作ることができたか。
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英語科学習指導案 第３時 ３／３

題材名 仕事：将来就きたい仕事について書く（情報を豊かに発信するための活動例より STEP5）

（１）ねらい

文章としての一貫性に視点を当てて、自分の文章をグループ内でチェックし合い、他の生徒の文章を参考に、自分の文章をより良

くする活動を通して、気持ちや考えを質的に豊かに発信することができる。

（２）準備

教科書（NEW HORIZON English Course 2、センテンス・カード「FCマナブくん」、サイトトランスレーション・シート

「マナブくん」、ワークシート「カケルくん」、ワークシート「コウゾウくん」、STEP CARD（振り返りシート）

時 ○評価規準（評価方法）
間 ○学習活動 ○指導上の留意点 A「十分満足」

B「おおむね満足」
１【ウォームアップ】

10 ○センテンス・カードを使って、発信する材料として ○多様な表現方法を発信材料とし
必要な「文」を、繰り返し音読したり、口頭で英文 て使用できるように、カードの

分 和訳・和文英訳したりする。 「文」に満遍なく触れさせる。
【それぞれの練習タイプに応じた

○練習のさせ方を変えながら、何回も見たり音読 指導の留意点】
したりして「文」に触れる。（７分） １回目
１回目：英文を見ながら音読する（３分） ・Read&Lookupで黒板に貼ってある
２回目：英文を見て和訳する（４分） 人物写真を見ながら行う。
３回目：日本語を見て英訳する（１、２を早く ・自分の耳ではっきり聞こえる声
終了した生徒のための課題） の大きさで行う。

※１回目～３回目まで、連続して行う（７分） ２回目
がいずれも時間の上限を決めて行う。（１回目 ・英語を見たらできるだけ速く和
：３分・２回目：４分・３回目は発展課題で７ 訳する。
分以内にできるところまで進める） ３回目（発展課題）

○本日の活動結果を振り返りシートに記入する。

２【リーディング】
20 ○ワークシート「コウゾウくん」を使って、文章の質 ○グループ内で優れた点を含む文 ○文章としての一貫性

的な豊かさを求める活動を行う。（４人でのグルー を十分に共有できない場合は、 に視点を当てて、自分
プワーク） 他のグループの好ましい例を紹 の文章をチェックし、

介するなどクラス全体で成果を 他の生徒の文章の良い
分 ○文章としての一貫性に視点を当てたチェックリ 共有させる。 部分を参考に、自分の

ストを使って、自分の文章をチェックし、グル 文章をより良く再構成
ープ内で共有したい文章を選び出す。 する活動を通して、自

○選び出した文章をグループ内で回覧し、他の生 分の気持ちや考えを質
徒の文章の参考となる部分を見つけ、自分の文 的に豊かに書くことが
章に加えたい文を２～３文ワークシートに書き できる。
出す。

A:気持ちや考えが１～
３【ライティング】 ○slow learnerへの配慮 ２文入った40語程度の

15 ○チェックして気付いたことを参考にワークシート 机間指導で随時助言する。回覧 文章で豊かに発信でき
「カケルくん」で作った英文を再構成する。 を通して、参考にしたい英文とカ る。

分 ードで学習した表現を関連付けて B:40語程度の文章で豊
○グループのメンバー同士の交流で気付いたこと 文を考え付け加えるよう指示する。 かに発信できる。

を生かし、文章をより良いものに再構成する。 ○fast learnerへの配慮：
【具体的な指示】 自作の文章にすでに気持ちや考 （文書作成シートの内
○気持ちや考えを１～２文付け加えた文章になる えを述べる文が１～２文含まれて 容分析）

ように、再構成させる。 いたり、回覧で交流した英文を自
○文章再構成の際、チェックリスト上の項目（気 作に十分活用している場合は、以

持ちや考えを述べる表現/動詞の適切な使用/助 下の指示から自作の英文作成に適
動詞）に挙げられている具体的な英語表現のう した課題を選ばせ英文をプラスさ
ちの幾つかが含まれればよいことを確認する。 せる。

・職場体験で楽しかったことや大
変だったことをもう１文加える。

・将来に向けての夢や目標の実現
のためにやらなくてはならない
ことやしておくべきことをもう
１文加える。

４【振り返り】
○本時の学習を振り返り、自己評価する。

５
○本時を振り返り、以下の項目における授業での

分 自分の取組について自己評価する。
・自分の文章のチェックが充分できたか。
・他の生徒の参考となる部分を見つけ自分の文

章の再構成に生かすことができたか。
・気持ちや考えが１～２文入った40語程度の文

章を作ることができたか。
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